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研究成果の概要（和文）：音楽伴奏が体操に付くことによる認知機能と脳容積への影響を調べた。対象は健常高
齢者で、週１回各１時間の介入を1年間行った。音楽伴奏が体操に付くことで、健常高齢者の認知機能の改善と
ともに、前頭葉容積を維持・増加させることが明らかとなった。
アルツハイマー型認知症（AD）患者が、ミッシングファンダメンタル現象（MFP）の障害を有するかを知覚実験
と脳形態計測を用いて調べた。AD患者が健常高齢者に比しMFTの正答率が有意に低かったことを示した。正答率
は島、側頭極、下前頭回、嗅内皮質、小脳と有意な正の相関があった。この結果は、AD患者のMFPの障害が、聴
覚に関わる脳領域の変性の兆候であることを示唆した。

研究成果の概要（英文）：We hypothesized that the dual task group would experience greater benefits 
than the physical exercise alone and non-exercise control groups with regard to both cognitive 
function and brain plasticity. Our results indicate that compared with exercise alone, physical 
exercise with music induces greater positive effects on cognitive function and leads to subtle 
neuroanatomical changes in the brains of elderly people. 
We aimed to determine whether the MFP is impaired in patients with Alzheimer's disease (AD) using an
 auditory pitch perception experiment. Our results suggest that impairments in the MFP represent a 
manifestation of the degeneration of auditory-related brain regions in AD. Further studies are 
required to more fully elucidate the neural mechanisms underlying auditory impairments in patients 
with AD and related dementia disorders.
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１．研究開始当初の背景 
 認知症患者数は、現在日本で 220万人を超
え、2050年には全世界で 1億人を突破する
と予測されており世界的な問題となってい
る。 
 音楽は妄想や興奮状態などの認知症の心
理症状の緩和に対する非薬物療法として、特
養老人ホームやデイサービスなどで頻繁に
使用されている。 
 症状改善に関する症例報告は多数発表さ
れているが、その機序はほとんどわかってお
らず、医学的に妥当な方法を用いて音楽の有
効性を明らかすることは、認知症患者数が増
大している現在において急務となっている。 
 
２．研究の目的 
 本研究では、認知症患者を対象に音楽によ
る中核症状と認知症に伴う行動・心理症状 
(behavioral and psychological symptoms of 
dementia: BPSD) の改善効果と、健常高齢
者を対象に音楽による認知症の予防効果の
機序を明らかにしていく。 
 
３．研究の方法 
① 音楽療法介入群として神経内科で認知
症の治療をしている患者、コントロール
群としては認知症の診断がつき、当院も
の忘れ外来に受診している患者を対象
に比較研究をおこなった。 
 

② 音楽伴奏が体操に付くことによる認知
機能と脳容積への影響を調べた。対象は
健常高齢者で、週１回各１時間の介入を
1年間行った。 
 

③ 脳血流 SPECT 画像と頭部 MRI 画像を
fusion する機能をもつ白質病変定量解
析ソフトを開発した。アルツハイマー病
患者を対象に白質病変量と認知機能の
関係を後ろ向きに検討した。 

 
④ アルツハイマー病 (AD) と皮質下血管
性認知症(SIVD) 患者を対象に、それぞ
れの疾患に対応させた音楽療法を実施
し、疾患別 (AD・SIVD)、セッション別 
(AD 用・SIVD 用)、疾患とセッションの
組み合わせ別 (一致・不一致) に、中核
症状と認知症に伴う行動・心理症状 
(behavioral and psychological 
symptoms of dementia: BPSD) の改善効
果の違いを検討した。 

 
⑤ 認知症の音楽的能力を探るべく、アルツ
ハイマー型認知症（AD）患者が、ミッシ
ングファンダメンタル現象（MFP）の障
害を有するかを知覚実験と脳形態計測
を用いて調べた。 

 
 
４．研究成果 

① 介護負担を測定する尺度である Zarit
介護負担尺度の経時的変化がみられた。
音楽療法介入群のみで音楽療法介入開
始時から数値が 3ヶ月後の評価時で上
がり、6ヶ月後の評価時で下がった。こ
の間、患者の BPSD には有意な変化がな
かったことから、患者の症状が悪くなり、
介護者の負担が増えたわけではない。そ
のため、患者には変化はなかったが、介
護者自身に変化があったことが考えら
れ、音楽療法が患者のみならず介護者負
担にも影響を与えることが示唆された。 
  

② 音楽体操群は、コントロール群よりも視
空間認知機能が向上し、音楽体操群>体
操群>コントロール群の順に前頭葉容積
の維持・増加が見られた。音楽体操は、
健常高齢者の認知機能の改善とともに、
前頭葉容積を維持・増加させることが示
された。 

 
③ 白質病変定量解析ソフトを開発したこ
とで、脳白質病変量と認知機能の関係を
定量的に検討することが可能となった。
後部 WMH の体積が他の領域よりも有意
に大きく、後部 WMH 量の増加および頭頂
皮質の rCBF の減少が認知機能に悪影響
を及ぼすことを示した。したがって、AD
患者の認知機能低下の重要なパラメー
タは、後部 WMH 量と頭頂皮質の rCBF で
あった。 

 
④ SIVD 用群で Raven's Coloured 
Progressive Matrices (RCPM) の施行時
間、不一致群で Word Fluency Test のカ
テゴリーが有意に改善した。RCPM の施
行時間は精神運動速度を反映している
ことから、SIVD 用の音楽療法はその内
容で意図したとおりの効果が得られた
と思われた。また、不一致群は一致群に
比し、全般的知能が高い傾向であったこ
とから、認知症の重症度が軽い対象者は
音楽療法の介入による改善の効果がみ
られやすいと考えられた。 

 
⑤ AD 患者が健常高齢者に比し MFP の正答
率が有意に低かったことを示した。正答
率は島、側頭極、下前頭回、嗅内皮質、
小脳と有意な正の相関があった。この結
果は、AD 患者の MFP の障害が、聴覚に
関わる脳領域の変性の兆候であること
を示した。 
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